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第２講：国民経済（第12章）

マクロ経済のなかの、経済主体間の関係はどの
ようになっているか。

国民経済計算の役割は何か。

GDPとは

名目・実質とは
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6 ９３SNA（国民経済計算）（１２－２）：補足 ｐ．５

分配

支出
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ｐ．６
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2 国民経済計算（１２－２）：10月20日補充資料ｐ２
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2 国民経済計算（１２－２） ：10月20日補充資料ｐ２
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ｐ．７上
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ｐ．７下
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ｐ．８上
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ｐ．８下およびｐ．９上
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ｐ．９下



7 物価水準（１２－６）

①GDPデフレーター 〈物価指数：１〉

≡（名目GDP÷実質GDP）×100
計算方法：パーシェ型

②CGPI (Corporate Goods Price Index) 〈物価指数：２〉

企業物価指数 （旧：卸売物価指数）

対象：企業間で取引される物的商品

(a)国内企業物価指数＝国内市場向け生産品

(b)輸出物価指数 ＝輸出品

(c)輸入物価指数 ＝輸入品

→これら全てを統合（全取引額約80％）

計算方法：ラスパイレス型

③CPI (Consumer Price Index)〈物価指数：３〉

消費者物価指数

対象：消費者世帯（単身者、農林漁家除く）が購入する主要な

商品とサービス

計算方法：ラスパイレス型



7 物価水準（１２－６）
○加重平均 （x：変数、w：ウエイト）

ただし、

(1)パーシェ型 （GNPデフレータ）

…その年（t年）での総価値を

その年（t年）での価格で計る

…その年（t年）での総価値を

基準年（0年）での価格で計る

(2)ラスパイレス型 (WPI, CPI)
…基準年（0年）での総価値を

ある年（t年）での価格で計る

…基準年（0年）での総価値を

基準年（0年）での価格で計る
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8 経済成長率（１２－７）
○第ｔ年度の経済成長率 （Y：GDP）

○成長の寄与度
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第３講：GDPの決定

（第１３章）

失業が存在しているもとでは財市場の均衡は
どのように達成されるか？

乗数とは何か？

総需要管理政策はいかにサポートされるか？



3.1 有効需要の原理：仮定（１３－１）

〈経済環境に関する仮定〉
仮定①：「需要が供給つくりだす（有効需要の原理）」

という経済を考えるためには価格・賃金調整メカニズムが
（何らかの理由で）正常に機能せず、そのため非自発的
失業が存在すると（基本的には）想定することが必要である。

仮定②：価格・賃金調整メカニズムが機能しない「短期」的な
視野を想定する

〈家計に関する仮定〉
仮定③：消費はその時点の所得に依存する

〈企業・政府に関する仮定〉
仮定④：企業の投資（I）・政府支出（G）は一定である



3.2 GDPの決定（計算）（１３－１）

◎総需要は YD ≡ C＋I＋G
☆ケインズ型消費関数（仮定③） について

0C C cY= + 総供給（＝総所得）

限界消費性向
０＜ｃ＜１の定数
所得の限界的増加による
消費の限界的増加量

独立（自律的・基礎）消費
・･･･所得に依存しない

生活に必要

☆投資
で一定と仮定

☆政府支出
で一定と仮定

◎総供給は YS ≡ Y

∴財市場の均衡条件： YS ＝ YD ⇒

0I I=

0 0 0Y C cY I G= + + +

0G G=
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